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摘 要
石川県鹿島郡石動山の登山道沿いの畑からツルポの開花個体を38株サンプルして貰い，
そのうち25株の核型を調査したところ， 4株はBB(2n= 18), 15株はABBB(2 n = 35) 
及び6株はAB1BB (Fig. 1)であった。 AB1BBには4個の変形した染色体が含まれ． そ
れらの起源には少くとも1個の転座と1個の欠失が関与したものと想定される。 この様な
染色体突然変異が起る確率は通常極めて低く， 更にABBBに於ける種子生産が低いこと
を考え合わせると， この集団でこの変異株がこの様な割合で生存するのはただ一回の事象
で産出された親変異株から無性的に築殖したことによるものと推論される。 この推論に立
脚して， くり返し生育地のかく乱が行われる場合の集団内移住及び集団構造の変化につ
いて， かく乱による個体の延命と言う観点から考察が行われた。
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